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畠山義総（悳胤）書状

畠
山
義
総
（
悳
胤
）
書
状

牧
野　

淳
司

研
究
用
基
礎
資
料
紹
介

　

戦
国
時
代
、
能
登
守
護
で
あ
っ
た
畠
山
義
総
（
一
四
九
一
～

一
五
四
五
）
の
書
状
で
あ
る
。
本
学
中
央
図
書
館
所
蔵
の
『
除
秘

鈔
』（
本
書
に
つ
い
て
は
後
述
）と
い
さ
さ
か
関
連
が
あ
る
も
の
で
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
末
柄
豊
氏
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、

二
〇
一
九
年
度
に
古
書
店
か
ら
購
入
し
て
中
央
図
書
館
所
蔵
と

な
っ
た
。
末
柄
氏
は
畠
山
義
総
の
書
状
に
つ
い
て
論
文
（
注
１
）

を
書
い
て
お
ら
れ
、本
書
状
に
つ
い
て
も
種
々
の
知
見
を
賜
っ
た
。

以
下
、同
氏
か
ら
の
ご
教
示
に
も
と
づ
い
て
本
書
状
を
紹
介
す
る
。

　

本
書
状
の
法
量
は
、
縦
一
九
・
二
糎
、
横
四
九
・
一
糎
で
、
料
紙

は
斐
紙
で
あ
る
。
相
剥
ぎ
（
一
枚
の
紙
を
上
下
二
層
に
薄
く
剥
い

で
二
枚
に
す
る
こ
と
）
が
な
さ
れ
て
お
り
、薄
い
裏
打
が
施
さ
れ
、

四
周
に
足
し
紙
が
あ
る
。
そ
れ
を
含
め
る
と
縦
二
二
・
六
糎
、
横

五
二
・
八
糎
と
な
る
。
ほ
ぼ
一
九
糎
間
隔
で
折
目
痕
が
あ
る
。
も

と
も
と
巻
子
と
し
て
作
成
さ
れ
、
一
時
期
、
折
本
状
で
保
管
さ
れ

て
い
た
書
物
の
紙
背
文
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
紙
背
文
書
と

は
、
書
物
を
作
る
際
に
再
利
用
さ
れ
、
そ
の
書
物
の
紙
の
裏
側
と

し
て
残
存
し
た
文
書
で
あ
る
。
今
回
の
場
合
、
畠
山
義
総
の
書
状

の
裏
側
を
利
用
し
て
何
ら
か
の
書
物
が
作
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

あ
る
時
、
そ
の
書
物
よ
り
、
裏
面
に
あ
る
畠
山
義
総
の
書
状
の
方

が
価
値
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
書
物
は
解
体
さ

れ
も
と
の
書
状
が
復
元
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
相
剥
ぎ
は

書
状
と
し
て
残
そ
う
と
し
た
時
に
見
栄
え
を
よ
く
す
る
た
め
に
施

さ
れ
た
処
置
で
あ
ろ
う
。若
干
の
水
濡
れ
と
黴
の
あ
と
が
あ
る
が
、

そ
の
配
置
が
上
記
の
折
目
痕
に
対
し
て
線
対
称
な
の
で
、
折
本
状
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態
で
あ
っ
た
時
期
の
汚
損
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の
状
態
に
な
っ

て
か
ら
の
虫
損
が
若
干
あ
る
。

　

書
状
の
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

新
年
之
御
慶
珍
重
々
々

尚
以
不
可
有
尽
期
候
仍

雖
軽
微
之
至
候
背
腸

十
桶
進
入
候
御
賞
翫

可
有
祝
着
旨
可
得
御
意
候

恐
惶
謹
言

　
　

三
月
十
日　

悳
胤
（
墨
印
）

参
人
々
御
中

「
悳
胤
」
は
畠
山
義
総
が
隠
居
後
に
名
乗
っ
た
号
で
あ
る
。
新
年

の
慶
賀
を
述
べ
、
背
腸
を
進
上
し
て
い
る
。
日
付
は
三
月
で
あ
る

が
、
北
陸
か
ら
の
通
路
が
開
い
て
か
ら
の
発
送
と
考
え
ら
れ
る
。

「
背
腸
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
、「
能

登
の
ナ
マ
コ
生
産
と
食
用
文
化
史
の
研
究
」
と
い
う
論
文
（
注
２
）

が
見
つ
か
っ
た
。
熬
海
鼠
や
海
鼠
腸
な
ど
の
水
産
物
は
能
登
の
特

産
で
、
畠
山
氏
か
ら
幕
府
や
権
門
寺
社
へ
進
上
さ
れ
た
記
録
が
多

く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
畠
山
氏
と
交
流
が
深
か
っ
た
三
条
西
家
へ

贈
ら
れ
た
記
事
も
『
実
隆
公
記
』
な
ど
か
ら
拾
わ
れ
て
い
る
。
論

文
で
は
そ
れ
ら
の
記
事
が
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
能
登
産
の
「
背

腸
」
は
サ
バ
の
加
工
品
か
と
い
う
。

　

末
尾
の
「
参
人
々
御
中
」
は
書
状
の
充
所
を
示
し
た
も
の
で
、

義
総
の
書
状
の
充
所
を
分
析
し
た
末
柄
氏
に
よ
れ
ば
、
三
条
西
公

条
（
一
四
八
七
～
一
五
六
三
）
宛
と
な
る
（
末
柄
氏
前
掲
論
文
）。

義
総
の
出
家
し
た
時
期
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
八
月
以
後
、

同
五
年
三
月
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
の
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
が
本
書
状
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
書
状
を
本
学

中
央
図
書
館
で
購
入
し
た
の
は
、
中
央
図
書
館
所
蔵
『
除
秘
鈔
』

と
の
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
除
秘
鈔
』
一
巻
は
天
文
九
年
に

三
条
西
公
条
が
書
写
し
た
除
目
書
で
、昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

の
受
け
入
れ
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
中
央
図
書
館
に
入
っ
た
詳
し

い
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
戦
後
大
量
に
巷
間
に
流
出
し
た
三
条

西
家
の
旧
蔵
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
出
所
と
思
わ
れ
る
別

の
除
目
書
一
巻
（
仮
題
『
除
秘
鈔
附
』）
と
合
わ
せ
て
保
管
さ
れ
て

い
る
。
一
九
六
〇
年
一
〇
月
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
行
っ
た
が
、
長
ら
く
書
庫
に
眠
っ
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
六
月
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
紙
焼
き
写
真
の
引
伸
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
も
と

に
末
柄
氏
が
紙
背
文
書
の
研
究
を
行
っ
た
。『
除
秘
鈔
』『
除
秘
鈔
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附
』
は
全
国
各
地
の
多
様
な
人
士
か
ら
三
条
西
実
隆
・
公
条
に
届

い
た
書
状
を
再
利
用
し
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
三
条
西
家
と
全
国

各
地
の
人
士
と
の
交
流
の
様
相
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
地
域
的
に

は
、
若
狭
・
越
前
・
能
登
と
い
う
北
陸
の
三
箇
国
か
ら
の
書
状
が

最
も
多
く
、
畠
山
義
総
の
書
状
も
三
通
含
ま
れ
て
い
る
。
詳
し
く

は
末
柄
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
北
国
か
ら
の
書
状
が
多

く
使
用
さ
れ
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
畠
山
義
総
に
よ
る
活
発
な
文

芸
興
隆
活
動
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
注
３
）。

　

さ
て
、『
除
秘
鈔
』『
除
秘
鈔
附
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
紙
背
文

書
の
価
値
が
高
い
ば
か
り
で
な
く
、
表
面
の
内
容
も
非
常
に
貴
重

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
田
島

公
氏
に
よ
り
、『
除
秘
鈔
』
が
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
無
題
号
記
録
』

と
同
文
を
持
ち
、
さ
ら
に
同
書
に
は
な
い
部
分
も
持
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
無
題
号
記
録
』
は
後
三
条

天
皇
撰
『
院
御
書
』
と
言
う
べ
き
儀
式
書
で
、『
除
秘
鈔
』
の
発

見
に
よ
り
そ
の
全
貌
解
明
へ
と
一
歩
近
づ
い
た
こ
と
に
な
る
。
原

本
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
田
島
氏
は
当
初
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
き
写
真
で
研
究
を
進
め
ら
れ
た
が
、
二
〇
一
二

年
二
月
、
吉
村
武
彦
氏
（
当
時
明
治
大
学
大
学
院
長
）・
岩
井
憲

幸
氏
（
当
時
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）・
菊
地
亮
一
氏
（
当
時
明

治
大
学
図
書
館
社
会
連
携
部
図
書
館
総
務
事
務
長
）
の
尽
力
に
よ

り
「
蘆
田
文
庫
」
内
の
未
整
理
本
中
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
、
田
島
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
『
除
秘
鈔
』
の
学
術
的
価
値

が
非
常
に
高
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
一
方
、『
除
秘
鈔
附
』

に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
明
治
大
学
で
研
究
会
を
組
織
し

（
吉
村
武
彦
氏
・
加
藤
友
康
氏
・
志
村
佳
名
子
氏
・
中
井
真
木
氏
・

須
藤
あ
ゆ
美
氏
・
上
村
茉
由
氏
・
牧
野
淳
司
）、
解
読
作
業
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
除
秘
鈔
附
』
は
二
種
類
の
除
目
書
が

混
入
し
て
お
り
、
錯
簡
を
含
む
が
、
中
世
に
お
け
る
『
除
目
書
』

の
継
承
と
展
開
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
書
物
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
あ
る
。『
除
秘
鈔
』『
除
秘
鈔
附
』
の
両
書
は
そ
の
紙

背
文
書
と
合
わ
せ
て
、『
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵　

三
条
西
家
本　

除
目
書
』
と
し
て
八
木
書
店
か
ら
影
印
・
翻
刻
が
刊
行
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
田
島
公
氏
・
志
村
佳
名
子
氏
・
末
柄
豊
氏
が
解
説
を

執
筆
さ
れ
た
の
で
、
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
参

照
さ
れ
た
い
。

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
畠
山
義
総
の
書
状
の
こ
と
に
戻
り
た
い
。

義
総
の
書
状
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
「
畠
山
義
総
関
係
文
書
」
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
（
注
４
）。『
除
秘
鈔
附
』
の
研
究
を
進
め
る
途
中
で
、
同

博
物
館
資
料
課
長
の
濱
岡
伸
也
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を

調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
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所
蔵
の
畠
山
義
総
書
状
の
紙
背
に
は
除
目
書
が
書
写
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、『
除
秘
鈔
附
』
と
接
続
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
こ

と
が
判
明
し
た
（『
除
秘
鈔
附
』
に
含
ま
れ
る
二
つ
の
除
目
書
の

う
ち
の
一
つ
と
接
続
す
る
）。
そ
の
全
貌
は
未
だ
不
明
だ
が
、
三

条
西
公
条
が
書
写
し
た
除
目
書
の
一
つ
が
あ
る
時
期
に
解
体
さ

れ
、
一
部
は
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
『
除
秘
鈔
附
』
の
一
部
と
し

て
残
存
し
、
一
部
は
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
畠
山
義
総
書
状

の
裏
面
と
し
て
残
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
見
る
と
、
畠
山
義
総
の
書
状
は
、
三
条
西
家
に
お
け

る
除
目
書
の
作
成
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
相
剥
ぎ
に
よ
っ
て
二
次
利
用
面
が
残
っ
て

い
な
い
の
で
現
時
点
で
は
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
二
次
利
用

面
が
別
に
伝
存
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
除
目
書
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
書
状
の
存
在
は
、
二
次
利
用
面

を
失
っ
て
紙
背
文
書
の
み
で
流
通
し
て
い
る
除
目
書
の
一
部
が
存

在
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
、
伝
来
上
の
留
意
点
を
示
し
て
く

れ
る
も
の
と
な
る
。
畠
山
義
総
と
三
条
西
家
と
の
交
流
を
示
す
資

料
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
三
条
西
家
に
お
け
る
除
目
書
を
含
む

書
物
の
書
写
・
作
成
活
動
を
考
究
し
て
い
く
と
き
の
手
掛
か
り
と

な
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
物
自
体
を
教
育
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る

こ
と
を
最
後
に
加
え
て
お
き
た
い
。
二
次
利
用
さ
れ
た
状
態
の
ま

ま
の
文
書
（『
除
秘
鈔
』『
除
秘
鈔
附
』
の
紙
背
文
書
）
と
、
相
剥

ぎ
さ
れ
た
文
書
と
を
セ
ッ
ト
で
保
管
す
る
こ
と
で
、
史
資
料
自
体

を
詳
細
に
比
較
観
察
す
る
こ
と
や
、
そ
の
伝
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
斐
紙

の
文
書
の
相
剥
ぎ
は
珍
し
い
そ
う
で
あ
る
。

（
注
１
）
末
柄
豊
「
畠
山
義
総
と
三
条
西
実
隆
・
公
条
父
子
―
紙
背
文
書

か
ら
探
る
―
」『
加
能
史
料
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月

（
注
２
）
垣
内
光
次
郎
・
木
越
祐
馨
「
能
登
の
ナ
マ
コ
生
産
と
食
用
文
化

史
の
研
究
」『
金
沢
大
学
考
古
学
紀
要
』
三
三
巻
、
二
〇
一
二
年
三
月

（
注
３
）
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
桜
楓
社
、一
九
七
六
年
、

能
登
畠
山
文
化
調
査
事
務
局
編
『
能
登
畠
山
文
化　

源
流
を
ゆ
く　

調
査

報
告
書
』（
二
〇
一
六
年
度
・
二
〇
一
七
年
度
）
の
と
共
栄
信
用
金
庫
、

二
〇
一
七
年
・
二
〇
一
八
年

（
注
４
）
濱
岡
伸
也
「
新
収
蔵　

畠
山
義
総
関
係
文
書
の
研
究
」『
石
川
県

立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
六
年

〔
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、
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に
御
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
末
柄
豊

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

ま
き
の
・
あ
つ
し
／
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）


